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大和川自然再生事業
　～大和川における瀬・淵整備の考え方について～

大和川河川事務所
古川　光里

大和川自然再生事業は平成25年度から瀬・淵再生、水際植
生の整備及びモニタリングを進めている。H25年度施工箇所
についてのモニタリングを参考に、今後の大和川における
瀬・淵の整備の手法について検討する。

官民学協働による「淵」再生
兵庫県
新温泉土木事務所
小崎　隆志

日本海へ注ぐ矢田川にはかつて「弁天淵」と呼ばれ、地域住
民に親しまれた淵が存在したが、いまでは河道の変化により
消失した。地元からの淵再生への強い想いを受け、住民参
画のもと行政と大学・高校が連携し淵再生に取り組む。

タブノキ林伐採事故に学ぶ
滋賀県
河川・港湾室
中井　達郎

犬上川では、河畔林のタブノキ林が特定植物群落に選定さ
れ、治水と環境の両立を目指す改修計画を策定した。しか
し、平成24年の工事実施に当たり、保全すべきタブノキ林の
一部を伐採してしまったため、その原因・経過を踏まえ、再発
防止策を講じるとともに、職員の河川環境の整備と保全につ
いて認識を深める取り組みを行う。
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